
カリキュラムマップ
時間割コード 授業科目名 授業内容 カリキュラムの学修・到達目標との関連 授業の到達目標 A B C D E

新入生セミナー
　大学生活を送るうえで必要とされる，自主的か
つ自律的な態度および学修の進め方を学ぶことが
できるように企画された科目である。

　各学修・教育目標を達成する基礎として，新入
生を大学における学修全体へと導く役割を担う必
修科目である。学修教育目標Aと関連している。

・日々の生活や学修における自己管理，時間管理
ができるようになる。
・大学という場を理解するとともに，学修を進め
るうえで必要な知識，技能を身につける。
・将来的なキャリア形成を見通しながら自己を認
識し，それぞれの専門分野とつながりのある職業
について学ぶことで，今後4年間の過ごし方につい
て考え始める。

1 0 0 0 0

Integrated English IA 0 0 0 1 0
Integrated English IB 0 0 0 1 0

Integrated English IIA 0 0 0 1 0
Integrated English IIB 0 0 0 1 0

(TOEIC650)Advanced English I 0 0 0 1 0
Advanced English I　* 0 0 0 1 0

Advanced English I　* 0 0 0 1 0

スポーツと健康

　集団的スポーツと個人的スポーツ（軽スポーツ
的な内容を含む）から，学生は，希望の種目を受
講する。自己の体力および心身の健康への認識を
深め，運動する楽しさ，ストレス発散，技能の向
上を図る。チームワークを高め，試合運営につい
て熟知できるようにして，様々な人達と接する機
会を増やしながら，グループ間での学び合いな
ど，社会・対人関係力の形成に努める。また，運
動する楽しさや意欲的な学修への動機づけをも行
う。
　以上のカリキュラムによって，履修した運動種
目の知識，技能の基本的な能力の修得を通し心身
の健康を維持し，体力向上への意識づけを図ると
ともに今後に発展するコミュニケーション能力，
リーダーシップの基盤を養成することを目指す。

　生涯にわたる豊かなライフスタイルの形成に向
けた心身の健康の重要性を，スポーツの経験を通
して理解させる科目である。

　身体・体力面（自己コントロール，適応力，耐
性，自律性，達成感など）とともに社会・対人関
係面（共感力，リーダーシップ，協調性，連帯
感，コミュニケーションなど）における能力が身
についている。

1 0 0 0 0

情報処理基礎

　情報化社会で必要不可欠とされる情報および情
報手段を主体的に選択し活用していくための基礎
的な能力を学び，情報活用の実践力を養い，情報
の科学的理解を深める。

　すべての学生が共通的に持つべき情報リテラ
シーの修得を図る目的で企画された必修科目であ
る。学修教育目標Cと関連している。

　情報社会に創造的に参画する素養を身につけ
る。

0 0 1 0 0

とちぎ終章学総論

　2025年、65歳以上の高齢者が日本の総人口の
30％を超えると予想されている。今後ますます
様々な環境において高齢者と共に生きる社会にな
る。そこで、高齢者に関する課題を自らの問題と
して捉え、高齢者と共に生きるため、また、自分
自身も豊かな終章を生きるための知識について学
ぶ。
　「とちぎ終章学」という言葉には、人生の最後
の時期を困難や苦しさの中で過ごしていくのでは
なく、どのように豊かに、幸せに暮らしていくの
かという問いと、栃木県の地域課題である高齢化
をポジティブに捉え直していくという願いが込め
られている。

基盤教育科目の目標である行動的知性の養成を進
めるために、特に学内外の講師や実践家による社
会問題の第一線から見た世界を広げることを意図
している。また、学生同士のコミュニケーション
を促すアクティブ・ラーニングという新しいスタ
イルでの教養科目として位置づける。そのため、
双方向型の討論等を積極的に取り入れた参加型の
授業スタイルを導入して、学生の主体的な参画に
より、課題解決に向けた知の統合へと進めてい
く。

(1)　人間がどのように老いていくのか、その生き
方の多様性を理解し、関心を持つ。
(2)　高齢社会における生活をめぐる課題について
理解し、解決策について考える。
(3)　自らのこととして老いや終章について考える
ことにより、人生を積極的に生きる意欲を喚起す
る。

1 0 0 0 0

農業と環境の科学 1 0 0 0 0

生物資源の科学 1 0 0 0 0
農学部コア実習 1 0 0 0 0

　1年次において，「Integrated English A」で
は，Study Skills の養成後，Oral Communication
とReadingを主とした4skills (speaking，
listening，reading，writing) の育成を，
「Integrated English B」では，Oral
Communication とWritingを主とした4skills の育
成を図る。2年次以降の「Advanced English Ⅰ，
Ⅱ，Advanced English Ⅲ」の各クラスにおいて
は，基本的な英語運用能力を基に，個々の学生の
興味に応じて，特定のskillに焦点をあてた英語力
の育成を図る。
　TOEICによりクラス分を行い，習熟度に対応した
英語力養成を徹底し，入学時に英語能力が高い学
生には，通常学生と異なるHonors Programを，4年
間にわたり履修可能とする。
　以上のカリキュラムによって，卒業までに「現
在国際的に活躍しているビジネスパーソンの平均
的英語力」以上に到達する学生が，全学生の50％
以上になることを目指す。

　地球的視野を持った21世紀型市民を育成するた
めに、国際的な通用性を備えた質の高い英語力を
養う科目である。学修教育目標Dの「コミュニケー
ション能力を養う」と関連している。

　「読む」，「書く」，「話す」，「聴く」の4技
能のバランスのとれた総合的なコミュニケーショ
ン能力とともに，文化的背景に関する知識につい
ても学修することで，仕事や専門分野の研究に必
要な基本的英語運用能力が身についている。

農業、森林・林業、環境，生命科学をめぐる一般
知識や考え方を幅広く学ぶとともに、農林業の現
場を体験する。

講義や農林業の現場でのフィールドワークを通じ
て、環境保全や持続的生物生産に関する知識と理
解を深める。学修教育目標Aと関連している。

講義や農林業の現場でのフィールドワークを通じ
て、持続的生物生産，環境の保全と修復，生命科
学の発展と応用などの多角的な視野を培い，地域
社会並びに国際社会に貢献することができる素養
を身につけることに関連する。



人文科学

　哲学，心理学，文学，芸術，人文総合領域の領
域からなり，これらの科目を履修することによっ
て，人文科学に関する基礎的な知識と考え方を修
得させる。

　幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな人間性
を身に付ける教養科目のうちの人文科学系の科目
である。学修教育目標Aと関連している。

　教養の根本である哲学，心理学，文学，芸術の
入門を学び，人間の本性や行動の背景を理解する
ための基礎的な知識や考え方，文学，文化，芸術
の評価や鑑賞のための基本が身についている。

1 0 0 0 0

社会科学

　日本社会のみならず，国際的な視野に立ち，そ
れぞれの社会の理解を深める過程を通じて，我々
の日常生活を取り巻く環境を正しく理解し，現実
社会の様々な問題に対応可能な理解力や思考能力
を養う。「法学領域」，「政治学領域」，「経済
学領域」，「社会学領域」，「地理学領域」，
「歴史学領域」の6領域に，これらの領域を横断す
る「社会総合領域」を加えた7領域の科目から，各
自の学修計画に応じた必要な科目を修得させる。

　幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな人間性
を身に付ける教養科目のうちの社会科学系の科目
である。学修教育目標Aと関連している。

　政治・社会・経済といった我々の日常生活を取
り巻く環境を正しく理解し，現実社会の様々な問
題に対応可能な理解力や思考能力，そこに主体的
に働きかけ，よりよい社会を形成してゆく力が身
についている。

1 0 0 0 0

自然科学

　自然科学に関する幅広い基礎知識や技能，ま
た，現代の科学技術および最先端の研究に関する
知識や方法論を養う。そのために，「数学」，
「物理」，「化学」，「生物」，「地学」，「情
報」の領域に関する科目，および，これらの複数
の領域にまたがっている科目群から，各自の学修
計画に応じた必要な科目を修得させる。

　幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな人間性
を身に付ける教養科目のうちの自然科学系の科目
である。学修教育目標Cと関連している。

　持続可能な社会の形成を担う先進性と独創性を
有する21世紀型市民にふさわしい自然科学に関す
る幅広い教養が身についている。

0 0 1 0 0

健康科学

　大学在学中および将来にわたって生活の基盤と
なる「運動」，「栄養」，「休養」に関する諸科
学を修得することで，健康科学に関する幅広い教
養と実践力を身につけることを目指している。
「スポーツの文化や社会での役割，トレーニング
法とその効果」に関する科目，「食と栄養」に関
する科目，「心身の健康」に関する科目などから
各自の学修計画に応じた必要な科目を修得させ
る。

　幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな人間性
を身に付ける教養科目のうちの健康科学系の科目
である。学修教育目標Aと関連している。

　生活の質的充実の基盤となる食事や健康の重要
性とスポーツの果たす役割やスポーツが本来有す
る「楽しみ」を知り，自ら健康を維持増進させる
ための基本的な知識と実践力が身についている。

1 0 0 0 0

外国語

　大学入学前に，それぞれの言語を学修したこと
のない初習者を対象に，「読む」，「書く」，
「話す」，「聴く」力を養う「初習外国語基礎
Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ」を開設する。上記科目を修得学
生のために，各言語の基礎的能力を確認しなが
ら，コミュニケーションやプレゼンテーションな
どの実践的な能力の向上を図る「初習外国語応用
Ⅰ，Ⅱ」を開設する。
　一つの言語について６つ段階別授業を通して学
ぶことにより，各言語の基礎的コミュニケーショ
ン能力を段階的に向上させることが可能である。
また，「初習外国語基礎Ⅰ，Ⅱ」のみを履修する
ことによって，自律的な語学学修スキルを獲得す
ることも可能となる。

　幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな人間性
を身に付ける教養科目のうちの初習外国語系の科
目である。学修教育目標Dの「コミュニケーション
能力を養う」と関連している。

　初習外国語について「読む」，「書く」，「話
す」，「聴く」ことに関する基礎的能力，諸外国
や異文化の多様性への興味・理解，地域的な視野
を踏まえた幅広く深い教養と豊かな人間性，語学
学修を通じた自律的な大学での学びの基礎が身に
ついている。
　

1 0 0 0 0

総合系科目

　教室外活動の実施，大学内外からの講師の積極
的登用，授業を一般市民に公開することによる社
会との交流などを取り入れながら，アクティブ・
ラーニングという新しいスタイルでの教養科目と
する。教員と学生間，あるいは受講生同士の双方
向型の討論等を積極的に取り入れた授業スタイル
の課題解決型学修を中心とし，受講生の主体的な
参画により，課題解決に向けた知の統合と実践を
行う。さらに，企業等から提供される授業もあわ
せて実施し，現在および将来にわたり“あらたな
社会”を創るうえで求められる行動的知性を養成
する。

　幅広い視野に基づく行動的知性と豊かな人間性
を身に付ける教養科目のうちの課題解決力の養成
を目標とする科目である。学修教育目標Aと関連し
ている。

　社会問題や企業の第一線から見た世界を知るこ
とにより，変化が激しい現代社会への視野を広げ
ながら，持続可能な社会を創造するために必要
な，科学的な根拠を備えた提案や行動に繋げられ
る課題解決力，行動的知性が身についている

1 0 0 0 0

基盤キャリア教育科目

　「自分がどんなキャリアデザインを描くのか，
どんな大学生活を送ったらよいか，どんな職業選
択をするか」を意識しながら学び，職業や働き方
への理解や自己理解を深めていく。座学だけでな
く，グループワークやインタビュー，外部講師の
レクチャーを通じて社会との接点を持ちながら学
ぶことを重視し，学生自身の行動や体験を通じた
キャリアデザイン力の育成を図る。

　学生の社会的・職業的自立に向け，必要な能力
や態度(キャリアデザイン能力）の基礎を育成する
ための科目である。

　変化する社会の中で未来を切り拓く知力と行動
力を持ち，社会的・職業的に自立して新しい時代
に自分らしく活躍することを目指す姿勢，職業や
働き方への理解，自己理解を深めるために必要な
知識・技能を修得し，自らキャリアデザインを行
う基礎が身についている。

1 0 0 0 0

自由科目 1 0 0 0 0



A003011 田園生態工学

この講義では生きものと生活と生態系のしくみに
関する基礎を学修し、生態系の評価と影響の予測
の方法を習得する。具体的には生態系と人工系の
システムが相互に存立できるように調整する方法
を学ぶ。

本講義は学修・教育目標Cの「工学的手法・アプ
ローチ」に対応する。

人間と自然の相互利益のために生態系をデザイン
するための方法（調査→分析・評価→目標設定→
計画→設計→施工→管理）を修得することを目標
とする。

0 0 0.8 0 0.2

A003015 基礎数学
農業環境工学の基礎となる、統計解析・行列ベク
トルを内容とするものである。

学修教育目標Cの「工学的手法・アプローチ」の習
得に関係しています。

本講義の目的は、田園空間環境の創出・制御に必
要となる、数学的（工学的）な基礎知識を取得
し、データや情報技術を科学的に処理・解析する
能力を身につけることにあります。

0 0 1 0 0

A003020 基礎物理学
農業環境工学の専門科目を学修する上で必要とな
る基礎的な力学を学びます。

学修・教育目標の（C）高度な食料生産システムの
創出、制御に関わる工学的基礎知識の習得に対応
しています。

農業環境工学の専門科目を学修する上で必要とな
る基礎的な力学を理解することです。
農業工学分野で頻出する静的安定および運動に関
する力学的な基礎知識を身につけることです。

0 0 1 0 0

A003027 システム工学概論
自然界の現象・事象を「システム」として捉え考
える基礎を身につける。アナロジーとしての電気
回路の基礎を理解する。

学修教育目標Cの「高度な食料生産、快適な農村生
活、豊かな自然生態系が調和し、持続する田園空
間環境の実現をめざし、これらの創出、制御に関
わる基礎として数学・物理学系の工学的手法・ア
プローチを修得する」の工学的基礎・情報技術を
修得する、に関連している。

システム工学における基礎的な考え方を習得し、
さま座な現象を「システム」として捉えるシステ
ム思考について理解する。その数学的な基礎を簡
単な電気回路を例として習得する

0 0 1 0 0

A003030 コンピュータデータ処理

　農業環境工学分野では，水や熱の流れ方，ある
いは構造物や地盤の強さなど多くのことがコン
ピュータで計算されます．そのためにはプログラ
ムと呼ばれる計算手順を作り，コンピュータに伝
える必要があります。
　この授業では，情報技術の一環として，プログ
ラミングの基礎を身につけ，さらにプログラムの
論理的構造（アルゴリズム）に習熟することを目
標とします。

学科・コースの学修・教育目標のC「田園空間環境
創出の基礎として，数学・物理学形の工学的手
法・アプローチを修得する」のうち，「工学的基
礎．情報技術等を修得する」に対応している。

プログラミングの基礎を身につけ，さらにプログ
ラムの論理的構造（アルゴリズム）に習熟する。

0 0 1 0 0

A003035 コンピュータ製図

あらゆる産業の情報伝達手段の一つとして図面が
用いられています。図面には、モノの製造、修
正、変更、破壊などの全過程を合理的に導くため
に必要不可欠な情報が正確に且つ過不足なく記載
されます。このため、製図法は国際規格として定
められ、あらゆるものづくりに共通なコミュニ
ケーション手段となっています。本講義は、農業
工学系の技術者として不可欠な製図法および作
図・読図技術の獲得を目指します。

学科・コースの学修教育目標のC「田園空間環境創
出の基礎として，数学・物理学形の工学的手法・
アプローチを修得する」のうち，「工学的基礎．
情報技術等を修得する」に対応している。

農業工学系の技術者として不可欠なコンピュータ
を用いた製図法の修得を目標とし、作図技術およ
び読図技術の獲得を目指します。
○作図法の習得(図面が描ける)
○読図法の習得(図面を読める)
○CADによる作図法の基礎を習得する

0 0 0.8 0.2 0

A003041 農業環境工学概論

学科名である「農業環境工学」という専門分野に
関する理解を深めるための講義です。前半の概論
的講義と後半のグループワーク学修で構成されま
す。
この授業を通じて、この学科で学ぶことの意義、
とくに何を学びたいか、またそれを社会でどう生
かしたいか、についてしっかりと考えてもらいま
す。

「学修教育目標」のA「農学の役割に関する理解」
に資するものです。

農業環境工学の内容と役割について理解を深める
とともに、農業環境工学分野における種々の課題
に関する問題認識力、考察・分析力を身に着ける
ことを目標とします。

0.5 0 0 0 0.5

A003045 農村計画論

本講義では，農村計画の役割と意義，現代社会に
おける国土利用の課題，関連事業制度と効果の評
価，地域活性化と住民参加といった話題を，
「Plan-Do-See」といった計画サイクルと関連づけ
ながら，農村空間の計画的な改変方法のあり方に
ついて授業を行います。

学科・コースの学修・教育目標のDのうち「社会的
要求・課題を正しく理解し認識する能力を養
う」，及びE1（水土環境工学コースの専門的知
識・技術の習得）に対応しています。

この講義の目標は，農業環境工学分野の専門技術
に関する知識，理論及び技術を習得し，それらを
駆使して，現実的課題を探求し，組み立て，解決
する能力の素養を習得することを目標とします。
具体的には，工学的基礎と農村計画学・生態学的
知識に立脚した地域計画手法や環境評価手法，な
らびに農業生産基盤の生産および地域環境の保全
修復に関する知識・技術の習得の習得をねらいと
しています。また技術系職員に必要とされる，
「地域をデザインする技術」の素養を習得するこ
ともねらいの１つとしています。

0 0 0.5 0.3 0.2

A003051 国際協力と農村の持続的発展

この授業では２名の教員が分担して、モンスーン
アジア地域の農業や自然の特性や社会経済条件、
水利開発や途上国の農村に対する理解、日本の技
術協力ODAで必須となっているPCM手法についてス
ライド、配布資料をもとに講義をすすめます。

学科・コースの学修・教育目標D，E（各コースに
おける専門的知識・技術の習得）に対応してい
る。

この授業では、◯モンスーンアジアの社会経済条
件、水文環境、水利システム、作物栽培に関する
基本的事項を理解する（水谷）◯発展途上国の水
利開発や農民の参加型水管理（水利組合）の意義
について理解する（後藤）◯日本が行なっている
農業分野の国際開発協力の現状を把握し、参加型
プロジェクト形成手法の―つであるPCM手法の概要
を理解する（福村）ことを目標とします。

0 0 0 0.5 0.5



A003066 食品システム工学

　食品産業における機械化・自動化の進展には著
しいものがありますが、食品の原料は多成分、不
均質、多様な生物素材であるため工業製品とは異
なり、食品特有の問題を持っています。原料であ
る農畜水産物に物理的、化学的、生物学的操作を
加え、加工食品を作る食品製造においては、物性
や反応特性が原料ごとに異なり、一つの操作が多
目的になるとともに栄養、嗜好、生理機能及び安
全性が要求されます。原料が異なると食品製造の
手段も異なりますが、それらを単位操作（unit
operation）とそれらの連続的システムとして捉
え、食品製造システムについて講義します。

　本講義は、農業環境工学科JABEEプログラムの学
修・教育目標Ｄ「直面する課題に対して、総合的
考察をもとに、問題解決に導く能力を養う」に対
応します。
　またディプロマポリシーの学修教育目標の「課
題認識力」、「問題解決力］の修得及び「食料生
産環境システム（開発）」の修得に対応します。

　原料に物理的、化学的及び生物学的操作を加
え、加工食品を作る食品製造において、食品の工
業的生産に要求される機能、操作システムに共通
する基本的な概念及び工学的な単位操作について
学び、食品工業が直面する課題に対して問題解決
に導く能力を養うことが到達目標です。

0 0 0 0.4 0.6

A003071 景観計画
　授業を通じて景観を構成する要素について学修
する。演習において自分の案を作成・発表し、
ディスカッションすることで考えを深める。

　本講義は農業環境工学科の学修・教育目標であ
るE1に対応している。具体的には地域資源・地域
環境の適切な利用と管理の方法論として，工学的
基礎と農村計画学・生態学的知識に立脚しつつ，
地域計画手法および環境評価手法の習得を図るこ
とに関連している。

　この講義では，地域資源・地域環境の適切な利
用と管理に向けた方法論の習得，すなわち工学的
基礎と農村計画学に立脚した地域計画手法の習得
を図ることを目標とする。なかでもその基礎とな
る景観に関する基礎的な知識を身につけ，より良
い生活環境をつくるための「考える力」を養成
し，簡単な外部空間を計画できる能力を習得する
ことを到達目標とする。

0 0 0 0.5 0.5

A003075 応用数学

農業環境工学が関連する分野では，いろいろな現
象が数式によって表され有効に使われています。
ここでは，その中で不可欠となる“常微分方程
式”と“偏微分”の基礎的な部分を学びます。な
お，工学的に利用することを念頭に，厳密さは多
少犠牲にしつつも感覚的に理解できるように説明
します。

学修・教育目標(C)の「工学的手法・アプローチ」
の習得に関係している。

本講義の到達目標は，“常微分方程式”と“偏微
分”の意味が理解でき，初歩的計算ができると共
に，それらを応用して現象の定式化や解析の道具
として使うことができるようになることです。ま
た例題や課題で取り上げられる農業環境工学関連
や身の回りの現象への適用を通し，工学的手法の
有用性を理解することも到達目標としています。

0 0 1 0 0

A003083 応用力学

高度な農業生産環境や快適な農村生活の実現に
は、家屋、橋梁、貯蔵施設などをはじめとした
様々な構造物が、壊れずに機能することが必要で
す。応用力学は、構造物が壊れないための条件は
何か、という問いに応え、構造物の建設に先立ち
安全性を確認するための、工学的基礎です。
応用力学では、構造物を構成する基本要素とし
て、「梁」を題材にします。梁への荷重のかかり
方や、構造材料の荷重に対する性質、梁内部に発
生する力について学び、壊れない構造を設計する
ための計算方法の基礎を習得します。

学科・コースの学修・教育目標のC.に対応してい
ます。＜参考＞「C.高度な食料生産、快適な農村
生活、豊かな自然生態系が調和し、持続する田園
空間環境の実現をめざし、これら田園空間環境の
創出・制御に関わる基礎として、数学・物理学系
の工学的手法・アプローチを修得する。」のうち
の「工学的基礎、情報技術等を修得する」

以下に示す知識や考え方について、その基本を習
得することを目標とします。
◆梁に作用する荷重と反力、およびモーメントに
ついて、力のつり合い関係を数式で表わすことが
できる。
◆梁に荷重がかかる際に梁の各処に発生する応力
の分布を、応力図として描くことができる。
◆応力図を基に、梁に荷重がかかる際に、最も壊
れる危険の高い部分を特定し、構造の維持に必要
な材料強度を評価できる。

0 0 0.8 0 0.2

A003088 熱工学

世の中のすべての現象、宇宙は熱力学の第二法則
に従っている。そして近年では非平衡熱力学系、
複雑系として捉えていこうとしている。本授業
は、その入り口である平衡系の熱力学の基礎と熱
の移動現象の基礎について学修する。

学修・教育目標の「C」：「工学的手法」の修得、
「E1」：「地域資源・地域環境の適切な利用と管
理」、「E2」：「生産基盤かつ環境基盤である土
壌と水に関する工学的基礎、地域環境の保全修
復」の修得に対応している。

本講義では、
・熱力学、伝熱工学の基礎を習得すること。
・エネルギーの流れに関する説明ができるように
なること。

0 0 0.8 0 0.2

A003090 流体力学

田園空間の環境の管理，制御に関する工学的基礎
として，水，空気など流体の運動の原理，とくに
資源・環境の基盤を形成する水の運動について学
ぶ。

学科・コースの学修・教育目標のC「田園空間環境
創出の基礎として，数学・物理学形の工学的手
法・アプローチを修得する」のうち，「工学的基
礎．情報技術等を修得する」に対応している。

流体の運動の原理，流体に働く力，圧力，及び流
体運動の記述方法について理解する。摩擦エネル
ギー損失を無視した完全流体におけるBernoulliの
定理について理解するとともにその応用方法を習
得する。

0 0 0.8 0 0.2

構造力学

応用力学は、技術者の工学的基礎および田園空間
環境の創出等に関わる基礎として必要不可欠な科
目です。「応用力学」では、主として単純梁等の
静定構造物の断面力の計算法を学んだが、「構造
力学」では、静定条件のみでは解くことの出来な
い不静定構造物の解き方および設計に不可欠の
「応力」の計算法等を習得します。

学修・教育目標(E1)の「地域計画・環境評価」に
関わる「工学的基礎」の習得に関係している。

「応用力学」および「構造力学」を履修した結
果、構造物設計に必要な工学的基礎を理解出来た
ことになります。

0 0 0.8 0 0.2



A003115 土壌物理学

土壌は、水をはじめとした様々な環境物質の循環
を律速する場の一つと考えられます。例えば、地
球上の水循環での、大気中における水の滞留時間
はおよそ10日であるのに対し、地面の中のそれ
は、表層土壌に限っても1年弱、地下水となれば数
千年にも及びます。よって、土壌を介した物質の
存在量や循環速度を把握し、その法則を知ること
は、適切な資源消費速度の判断や、土壌環境の修
復・保全方法の策定の上で、重要と考えられま
す。この授業では、作物生産や物質・エネルギー
輸送の場である土壌を対象に、土壌中における水
分・熱・溶質・ガスの存在量や移動の法則につい
て知り、それらの知識の用い方を習得します。

学科・コースの学修・教育目標のC.に対応してい
ます。＜参考＞「C.高度な食料生産、快適な農村
生活、豊かな自然生態系が調和し、持続する田園
空間環境の実現をめざし、これら田園空間環境の
創出・制御に関わる基礎として、数学・物理学系
の工学的手法・アプローチを修得する。」のうち
の「工学的基礎、情報技術等を修得する」

以下に例示する、土壌物理学で用いられる知識や
考え方の習得を、目標とします。
◆土壌物理学で用いられる専門用語・測定項目の
定義を説明でき、これらを用いて、固相・液相・
気相の三相の組成分率を算出できる。
◆「土壌水のポテンシャル」の概念を用い、土壌
水分の移動速度とその量を算出できる。
◆土壌中の水分・熱・溶質・ガスの移動を、数式
化できる。

0 0 0 0 1

水文・水資源学

水は人間の生活･生産活動を支える必須の資源であ
るとともに，自然生態系や景観を形成するもっと
も重要な環境要素であり，また一方で，ときには
洪水災害をもたらす存在でもある｡本講義では，生
産基盤・環境基盤である水に関する工学的設計理
論，及び地域資源・地域環境の利用・管理手法論
に関する知識・技術の習得を図る。

学修・教育目標の(E1)「地域計画・環境評価」及
び「食料生産基盤」、「食料生産環境システ
ム」、「共生的地域管理」に関わる「工学的基
礎」の修得に関係している。

地域水資源・水環境の把握と評価のための基礎知
識として，流域水循環，降雨流出過程の原理を理
解するとともに，治水・利水対策を含む水資源・
水環境管理のための基礎的手法として，水文統計
解析手法，及び水文流出現象に関する解析手法を
習得する。

0 0 0 0 1

A003126 生物環境情報学

　人間をはじめとする地球上の動物の生活にとっ
て、植物は食糧供給、酸素供給さらに生態系の構
築にとって必要不可欠な存在です。本授業では、
植物の生理・形態、水環境、光合成と呼吸、栄
養・代謝など生理・生態に関する基礎を理解する
とともに、それらと環境因子との相互関係を習得
し、工学的な観点からのそれらの計測および最適
な制御方法について学びます。さらに、生態系と
農業、植物の関係を理解し、地域環境の保全修復
や食料生産に関わる生産環境 システムの知識・技
術について講義します。

　本講義は、農業環境工学科JABEEプログラムの学
修・教育目標E2「機械・エネルギに関する工学的
基礎の習得の上に、機械・施設など食料生産に関
わる生産環境システムの設計、制御について学
ぶ」に対応します。
　またディプロマポリシーの学修教育目標の「食
料生産環境システム（開発）」の修得に対応しま
す。

　本授業では、植物の生理・形態、水環境、光合
成と呼吸、栄養・代謝など生理・生態に関する基
礎を理解するとともに、それらと環境因子との相
互関係を習得し、工学的な観点からのそれらの計
測および最適な制御方法について 習得します。さ
らに、生態系と農業、植物の関係を理解し、地域
環境の保全修復や食料生産に関わる植物生産環境
システムを構築し、実践する能力を習得すること
が到達目標です。

0 0 1 0 0

A003130 機械要素・機構学

トラクタやコンバイン，田植機のような農業機械
は多くの機械部品によって構成されており、複雑
な構造をしていますが、それらを分解するとリン
クや歯車、カムなどの単純な機械要素によって成
り立っています。機械要素には、締結要素や軸、
軸受、伝動要素などがあり，それらの作動特性と
性能、組み合わせ、各要素の使用例、設計法につ
いて講義します。

学科・コースの学修・教育目標E2（食料生産シス
テム工学コースにおける専門的知識・技術の習
得）に対応している。

機械構成要素の理論的学修に加えて、実際の事例
学修をすることにより、機械の開発設計、保守管
理を行う上で重要である機械要素の機能や構成、
作動原理などを正しく理解します。

0 0 1 0 0

農村農地工学

農村農地工学とは、農業活動が自然環境へ大きな
インパクトを与えている現況に対応して、農地の
適切な管理・保全技術を科学的根拠に基づいて確
立させることを目的とした学問です。本講義では
農村、農地、農業生産のあり方を多面的に考え、
農業基盤と地域環境基盤の要である水田や畑地の
物理的・工学的管理手法と展開を学びます。ま
た、農業農村整備事業が地域社会に果たす役割と
課題について解説します。

学修・教育目標(E1)の「地域計画・環境評価」に
関わる「工学的基礎」の習得に関係している。

農地保全手法及び農地と環境との関わり、効率的
な食糧生産に必要な農地組織の条件と整備手法な
どについて理解することを目標とします。

0 0 0 0.2 0.8

灌漑排水工学
農地（水田，畑地）における灌漑手法，用水量の
構成要素・決定手法を学ぶととともに，農地にお
ける排水方法や排水計画などについて学ぶ．

本講義は学修・教育目標のE1、すなわち「地域計
画手法・環境評価手法」および「食料生産基盤創
出」の習得に対応する．

この講義は灌漑技術者として要請される，①灌漑
開発の考え方，②水田および畑地における用水量
の仕組みと調査手法・計算手法，③農地排水の考
え方・計算手法・計画手法などを修得することを
目標とする．

0 0 0 0 1

A003146 施設構造物工学

農業農村整備事業において各種の構造物が築造さ
れているが、それらの大半はコンクリートあるい
は鉄筋コンクリートを使って造られている。施設
構造物工学ではこれらの構造物がどういった目的
で、どのようにして築造されるかについて習得す
るものであり、最終的には構造物の設計について
習得することが目標である。そのために必要なコ
ンクリートの各種の性質、この知識を基本とした
鉄筋コンクリートの性質及び計算法について学
び、これらを通じて地域社会や構造物の設計理論
に関わる専門技術の習得を目指します。

学修・教育目標の「田園空間の創出，地域計画や
環境評価」，「環境と調和した生産基盤整備」に
対応している。

構造物の設計について習得することが目標であ
る。そのために必要なコンクリートの各種の性
質、この知識を基本とした鉄筋コンクリートの性
質及び計算法について習得する。

0 0 0 0 1



A003150 圃場機械学

生物生産環境を効率的に整える手段が農業機械で
す。圃場機械は過酷な圃場作業を効率化・軽労化
する農業機械で、圃場における土や栽培環境、植
物およびその物性などの農学的知識と、機械設計
や製造技術などの工学的知識によって成り立って
います。本講義では圃場作業における機械システ
ムについて解説します。

学科・コースの学修・教育目標E2（食料生産シス
テム工学コースにおける専門的知識・技術の習
得）に対応している。

農業機械が対象とする土や栽培環境、植物および
その物性などの農学的知識をもとに、農作業にお
ける機械化システムを理解し、生産環境システム
の工学的設計や利用の知識および技術を習得し、
農業生産、農作業現場等での問題解決を実践でき
る能力を身につけます。

0 0 0.8 0 0.2

A003155 水質環境工学

　各地の様々な水域（河川・湖沼・地下水・海
域）において，さまざまなタイプの水質汚濁が生
じています。こうした水質の劣化をくい止め，有
限かつ環境形成の要である水の健全性を保つこと
が今，求められています。
　本講義では，水環境の保全を検討する際に求め
られる基礎的知識について学びます。

（学修・教育目標のE1）「地域計画・環境評価」
ならびに「食料生産基盤」に関連します。

　各種の水質汚濁の実状とそのメカニズム，水質
評価・水質指標について基礎知識・理論を理解す
るとともに，下水処理技術・水質保全対策などに
関する基礎知識・理論の修得を図ります。

0 0 0 0.2 0.8

A003160 エネルギ工学

農業、生物生産には多くの機械・設備が利用され
ています。農業機械は、各種エネルギを主に動力
や熱などに変換して農作業の軽労化、効率化を
図っています。本講義では、機械を駆動するため
の動力発生の原理やエンジン、農用トラクタのし
くみなどについて解説します。

学修・教育目標の（E2）農業生産基盤に関する工
学的基礎および食料生産に関わるエネルギに関す
る工学的基礎等の知識の習得に関係しています。

農業でのエネルギ利用形態について、エネルギ資
源からの動力への変換工程について、内燃機関の
原理、機構を理解し、食料生産に関わる機械・エ
ネルギの工学的な基礎知識を習得することが目標
です。

0 0 1 0 0

A003165 応用水理学

田園空間の環境の管理，制御に関する工学的基礎
として，水，空気など流体の運動の原理，とくに
資源・環境の基盤を形成する水の運動について学
ぶ。２年前期の「流体力学」で完全流体について
学んだのを受けて，ここでは摩擦エネルギ損失を
伴う粘性流体の流れについて理解を深める。

学科・コースの学修・教育目標E1（水土環境工学
コースにおける専門的知識・技術の習得）に対応
している。

前期の「流体力学」で学んだことをもとに、流体
運動の原理と解析手法について理解を深める。本
講義では、粘性に伴う摩擦エネルギ損失について
その原理を理解するとともに、管水路および開水
路における水の流れの性質・原理を理解し、その
解析手法を習得する。

0 0 0 0 1

A003170 測量学

この講義では，工学的基礎と農村計画学・生態学
的知識に立脚した地域計画手法や環境評価手法に
関する知識・技術とともに，農業生産基盤の整備
や地域環境の保全修復に関する知識・技術の習得
を図ることにある。具体的には，農村地域におけ
る生産基盤整備の計画・設計・施工管理などの場
面で要求される各種測量の原理や観測方法、また
その計算処理の方法などについて授業を展開して
いきます。

学科・コースの学修・教育目標E1（水土環境工学
コースにおける専門的知識・技術の習得）に対応
している。

　本講義では，“地域の環境と調和した持続的な
食料生産の基盤創出に関わる高度な知識・技術”
を習得することを目標としています。具体的には
測量士補試験に合格する程度の知識を獲得するこ
とを目標においています。

0 0 0 0 1

A003175 計測法
身近な計測項目の理解とその意義を理解する授業
内容です。

学科・コースの学修・教育目標のC「田園空間環境
創出の基礎として，数学・物理学形の工学的手
法・アプローチを修得する」のうち，「工学的基
礎．情報技術等を修得する」に対応している。

計測工学を平易な言葉で言うと「測って何がわか
り、何に役立ち、どうして測る、確かに測れた
か」を明確にすることを本授業の内容とします。

0 0 0.5 0 0.5

土質工学

具体的な構造物（頭首工や灌漑水路等）の施工を
例に圧密や液状化などの工学的な問題を取り上げ
つつ、土質力学の基礎的内容とその工学的な応用
について、様々な計算例から学ぶ。

学修・教育目標のE1「農業生産基盤、地域環境基
盤である土と水に関する工学的基礎の修得を土台
とし、地域資源・地域環境の適切な利用と管理、
田園空間の総合的デザインに関する技術及び計画
手法を修得する」のうち特に「専門分野の知識・
技術を修得」に関連している。

土の強度、圧密現象、地盤内の応力、土圧などの
基礎的な知識と計算能力を身につけ、土質工学的
な課題の解決に取り組めるようになること。

0 0 0 0 1

農産物流通工学

収穫後の穀物及び青果物のポストハーベスト工学
である。すなわち米を中心とした収穫後の調製処
理及び消費者に到達するまでの工学的技術につい
て学ぶとともに、青果物の品質評価技術、品質保
持技術を機械、施設との関連で学ぶ。

学科・コースの学修・教育目標E2（食料生産シス
テム工学コースにおける専門的知識・技術の習
得）に対応している

穀物、特にコメは乾燥、籾すり、精白され、一部
は無洗化処理が加えられ、包装出荷される。これ
ら各プロセスに関する基礎的理論や技術、加えて
これらに関する施設や装置について問題点や課題
について学ぶ。また、近年はこれらのプロセスを
農家単位でなく、共乾施設（ライスセンタ、カン
トリエレベータ、ドライストア）で一括処理する
ケースが増加している。この共乾施設の概要や構
成機器などについても学ぶ。合わせて青果物に必
要な鮮度保持技術や品質評価技術、また販売期間
の延長や価格安定のための出荷調整を目指した貯
蔵のための技術、そしてこれらの技術を生かすた
めの施設についての知識を習得し、実践する能力
を修得することを到達目標とする。

0 0 1 0 0

A003207 環境調節学
園芸施設内の環境調節や制御の仕方について学ぶ
ものです。合わせて新しい、植物工場や閉鎖生態
系（ミニ地球）についても内容に含めます。

学修・教育目標E2の「食料生産システム（開
発）」、「共生的地域管理（手法）」の習得に関
係しています。

園芸施設はガラス室やビニルハウスなどの栽培室
で地上部や地下部の環境条件を制御して、栽培時
期の調節、栽培必要日数の短縮、栽培回数の増大
を可能にする現代の農業生産にはなくてはならな
いものです。本授業では、施設内の光、気温、湿
度、炭酸ガス濃度、空気流速がどのようになって
いるのか、その実態を理解します。

0 0 1 0 0



A003215 制御工学

　生物生産分野においても機械化、自動化が進め
られており、その制御法の理解が必要となってい
ます。自動制御は数学的な表現によって力学系、
電気系及び流体系の現象を共通に理解できる概念
を持っています。農業施設や機械システムの基本
部分を構成する自動制御の基本的な概念はもちろ
ん流体系の現象や食品の挙動にも応用できる、自
動制御の概念、数学的表現や図示法、及び評価法
を理解し、現実的な利用例を講義します。

　本講義は、農業環境工学科JABEEプログラムの学
修・教育目標E2「機械・エネルギに関する工学的
基礎の習得の上に、機械・施設など食料生産に関
わる生産環境システムの設計、制御について学
ぶ」に対応します。
　またディプロマポリシーの学修・教育目標の
「食料生産環境システム（開発）」の修得、及び
「食料生産基盤（創出・保全管理）」の修得に対
応します。

　制御工学は数学的な表現によって力学系、電気
系及び流体系の現象を共通に理解できる概念を習
得するものです。流体系の現象や食品の挙動にも
応用できる、機械システムの自動制御の基本的な
概念を理解し、自動制御の数学的表現や図示法及
び評価法、食料生産に関わる生産環境制御システ
ムの知識・技術を習 得することが到達目標です。

0 0 1 0 0

空間情報工学

地理的なさまざまな事象の視覚化、分析、情報化
に必要な基礎的な知識と技術を修得する。講義で
は基礎的な事項の説明を行ない、その後学内利用
が可能なGISソフト（ArcGISの予定）を利用して
データの取得、分析、表示について身近な具体的
事例を用いての演習を組み合わせて進める予定。

学修・教育目標のE1「農業生産基盤、地域環境基
盤である土と水に関する工学的基礎の修得を土台
とし、地域資源・地域環境の適切な利用と管理、
田園空間の総合的デザインに関する技術及び計画
手法を修得する」のうち特に「専門分野の知識・
技術を修得」に関連している。

地理空間情報とその取扱いについての基礎的な知
識を身近な例に適用して分析を行えるようにな
る。

0 0 0.5 0 0.5

A003226 施工管理学

環境と調和した生産基盤整備を効率的に実施する
ため、工事の特性と実施体系等を明らかにして、
良く、早く、安く、安全に工事を実施するために
必要な施工管理の基本的な手法とその管理技術に
ついて学びます。

学科・コースの学修・教育目標E1（水土環境工学
コースにおける専門的知識・技術の習得）に対応
している。

施工管理の基本的な手法とその管理技術の修得が
到達目標です。また、それを通じて，問題解決能
力の養成と構造物の施工管理手法の習得を目指し
ます。

0 0 0 0.2 0.8

A003231 農村エネルギ学

私たちが身近に消費しているエネルギについて、
農業におけるエネルギ利用から、社会全体でのエ
ネルギ利用、エネルギ資源の特徴およびエネルギ
利用に伴う環境影響などを説明します。また、食
料生産におけるエネルギの流れ、エネルギ消費に
ついて解説します。

学修・教育目標の（E2）食料生産に関わる生産環
境システムの設計、バイオマス処理などの知識の
習得に関係しています。

エネルギ利用の観点から食料生産、消費システム
を理解することです。
エネルギ資源の現状、エネルギ利用の概要に関す
る知識を習得することです。

0 0 1 0 0

A003245 水理・水質実験

流体力学、水理学、水質環境工学の知識を基礎に
水の流れを実際に観察・測定することを通じて，
水の流れの原理・性質等工学的基礎についての理
解を深める。また，水質分析の基礎的手法を学
ぶ。同時に，グループでの共同作業の経験を積む
とともに，毎回のレポート作成を通じてデータの
解析，整理能力の向上と結果・考察のとりまとめ
方法を学修する。

本実験は学修・教育目標のE1「水と土に関する工
学的基礎」、とくに「実験・調査の遂行、データ
解析力」の修得、およびDの「与えられた制約下で
仕事を求める能力」の修得に対応する。

水の流れの物理的性質とその測定・解析手法、水
質の化学的特性と分析手法、流量観測の手法を修
得する。

0 0 0 0.6 0.4

A003250 測量実習

この実習の目標は，「測量学」で修得した知識に
立脚して，農業生産基盤の整備や地域環境の保全
修復に関する知識・技術の習得を図るとともに，
実験・調査をチームで実行して，そこから得られ
たデータを正しく解析する能力を養うことにあ
る。農村地域における生産基盤整備の計画・設
計・施工管理に必要とされる測量技術を習得する
ために，トラバース測量や水準測量、平板測量な
どの観測を通じて、測量の原理や目的を十分に理
解するとともに，トランシット・レベル・平板と
いった測量機器の操作方法、また各測量の作業手
順や計算処理の方法について学修します。

　本講義は農業環境工学科の学修・教育目標であ
るD，E1,
E2に対応しています。具体的には「地域計画（手
法）・環境評価（手法）」，「食料生産基盤（創
出・保全管理）」，「課題認識力」，「実験・調
査の遂行，データ解析力」，「問題解決力」，
「論理的記述力，コミュニケーション能力」 の習
得に対応しています。

本講義の到達目標は「地域の環境と調和した持続
的な食料生産の基盤創出に関わる高度な知識・技
術を習得すること」，ならびに「実験・調査を単
独あるいはチームで実行して得られたデータを正
しく解析する能力を養うこと」にあります。

0 0 0 0.6 0.4

A003260 土壤・土質実験

「土壌・土質実験」は、生産や環境の基盤である
土壌と水に関する物理的・工学的性質の測定と測
定結果の分析および報告書として指定された期日
までにとりまとめる作業を行います。

主に，学科・コースの学修・教育目標のDのうち
「実験・調査の実行，データ解析能力」に対応す
る。また，E1（水土環境工学コースにおける専門
的知識・技術の習得）に対応している。

生産や環境の基盤である土壌と水に関する物理
的・工学的性質の測定と結果の解析およびとりま
とめを通じ、地域環境に関わる様々な問題を
フィールドにも求め、解決策を見出すための基礎
的な測定技術ととりまとめ能力を身につけます。
実験で測定した土の物理的・工学的特性を数値化
し、このデータを解析し、土壌と水に関する工学
的基礎の習得を目指す。

0 0 0 0.6 0.4

A003289 田園生態工学演習

農村の水田水域などのフィールドで生物と環境の
相互作用について触れ、感じ、観察する。また、
農法と生きものの関係、農村集落による取組事例
なども学ぶ。

本演習は学修・教育目標のE「環境評価手法」「食
料生産基盤保全管理」および「共生的地域管理手
法」の習得に対応する。

農の営みに適応して生きている生きものについ
て、その生態、生息環境、営農活動における維持
管理などの関係を理解する。

0 0 0.8 0 0.2

A003290 農業環境特別講義I 0 0 0 0.5 0.5

A003295 農業環境特別講義II 0 0 0 0.5 0.5

A003300 農業環境特別講義III 0 0 0 0.5 0.5

A003305 農業環境特別講義IV 0 0 0 0.5 0.5

A003310 農業環境特別講義V 0 0 0 0.5 0.5

A003315 農業環境特別講義VI 0 0 0 0.5 0.5

農業環境特別講義VII 0 0 0 0.5 0.5

農業環境特別講義VIII 0 0 0 0.5 0.5



A003330 農業環境工学インターンシップ

本科目では農林水産省、都道府県庁、設計会社、
農業機械メーカー、農協等の協力を得て、実社会
において上記に関連する業務を体験学修すること
を目標に３年次に2週間程度の実習を行う。

学修教育目標の D,E の「技術者の社会的責任」
「社会的課題の認識」「実験・調査の遂行」「問
題解決力」「論理的な思考力、議論する能力」
「コミュニケーション能力、発表力」等に関連し
ている。

本科目の到達目標は，社会的要求・課題を正しく
理解し認識する能力ならびにコミュニケーション
能力，また地域資源・地域環境の適切な利用と管
理の方法論についての習得を図ることにある。

0 0 0 0.8 0.2

A003331 農業環境工学現地実習
講義等で学んだ知識をもとにした現地見学を行
う。

学修教育目標 B の「技術者の社会的責任」，D
「社会的課題の認識」「問題解決力」「論理的な
思考力」等に関係している。

本科目の到達目標は，社会的要求・課題を正しく
理解し認識する能力ならびにコミュニケーション
能力，また地域資源・地域環境の適切な利用と管
理の方法論，農業生産基盤の整備に対する専門的
知識・技術の習得を図ることにある。

0 0.2 0 0.4 0.4

A003334 生物環境物理学概論

作物や森林などの植物生態系は、大気あるいは土
壌との間でエネルギーや物質を交換することで、
自らの生命を維持しています。この授業では植物
の生育環境や地域環境を管理するための基礎知識
として、地表近くでのエネルギーや物質移動・交
換のメカニズムを講義します。

農業環境工学科JABEEプログラムの必修科目で、”
自然生態系と調和した持続する田園空間環境の創
出・制御に関わる基礎として、数学、自然科学及
び情報技術に関する知識や工学的手法を修得で
き、現場での課題・問題解決に応用できる”とい
う目標（学修・教育目標E1）に関連する。

次の3点を到達目標としています。１）自然現象に
“なぜ”という態度で向き合えること　２）地表
面近傍でのエネルギーやガスの交換・移動の原理
ついて理解し説明できること　２）移動量を具体
的な場面で計算できること。

0 0 0 0 1

環境評価システム論

本講義では、環境問題と持続可能な社会システム
について概説するとともに、ライフサイクルアセ
スメント（LCA）と公共事業における環境影響評価
を中心として環境側面を評価することの意味と手
法について学びます。

本講義は、学修・教育目標のE「地域計画（手
法）・環境評価（手法）」，「共生的地域管理
（手法）」の習得に対応しています。

・環境問題や持続可能な社会システムに関する基
礎知識を理解する。
・ライフサイクル思考の理解し、ライフサイクル
アセスメントに関連する基礎用語を説明できる。
・公共事業における環境影響評価の手続きを説明
できる。

0 0 0 0.4 0.6

A003341 有機廃棄物管理工学

３年前期に開講される資源リサイクル論では、バ
イオマス資源賦存の現状や資源循環を成立させる
ための考え方を主に説くが、この講義は実際の廃
棄物管理技術について解説するとともに技術的な
事項を説明する。

学科・コースの学修・教育目標E2（食料生産シス
テム工学コースにおける専門的知識・技術の習
得）に対応している。

本講義では
・有機廃棄物管理に関わる基礎的知識・技術の習
得。
・分解、減量化そして再利用するための溶液反応
や固体反応等のプロセスを理解し，説明できる。
・簡単な技術計算ができる。
を目指す。

0 0 0.5 0 0.5

A003345 資源リサイクル論

バイオマス資源賦存の現状、資源循環を成立させ
るための「考え方」そして資源循環型社会構築を
めざす取り組みについて概説する。資源リサイク
ルには広範な内容が含まれ、生ごみやプラスチッ
クの回収やリサイクルの実施で事が済む問題では
ない。リサイクルとは何かを考えると同時に私た
ち自身の価値観や生き方が問われていることを実
感してほしい。

学修・教育目標の「D」：「田園空間環境に関わる
諸課題の解決策を見出す力」の醸成、Eの開発に関
わる「工学的基礎」の修得に対応している。

本講義では、
・資源リサイクルに関わる基礎的知識の修得。
・社会的要求・課題を理解し，資源リサイクル社
会のあるべき姿や社会システムをデザインでき
る。
・資源リサイクルに立脚した地域計画手法・環境
評価手法の修得。
を目指す。

0 0 0 0.5 0.5

A003355 技術者倫理

技術者が社会に与える影響は急速に増大しつつあ
り、その影響する範囲は場合によっては地球的規
模にもなります。技術者の卵である皆さんにとっ
て、技術者が社会に対してどのような責任ある立
場で臨むべきかを考えるのはとても重要なことで
す。本授業では、通常の講義だけではなく、具体
的な技術者倫理事例を題材にした小グループ及び
総合討論形式を積極的に取り入れ、葛藤への対
処、クリティカルシンキング、普遍化・相対化の
チェック技法などの観点から、ものごとをより深
く考える訓練を行ないます。これらの訓練の結
果、社会に出てから自分の属する組織の判断基準
と技術者個人としての倫理観の葛藤に陥ったと
き、皆さんが技術者としての適切な判断ができる
ことをねらいとしています。

本学科の学修・教育目標のB、「技術者の社会的責
任」の習得に対応します。

技術者の社会的役割を理解し、技術者として備え
るべき倫理的思考力と判断力を習得します。

0 1 0 0 0

A003360 環境化学

環境変化は大きく二分できます。一つは生物に有
害な元素や化合物による環境の汚染、もう一つは
生物地球化学的な元素循環の改変に伴う環境の変
化です。この講義では、後者、すなわち物質循環
と人間活動の関係にハイライトを当てます。物質
は地球をどのように循環するのか？地球の物質循
環に生物はどのように関与しているのか？これら
を化学のことばで描き出すのが生物地球化学の
テーマです。

学修・教育目標のC「数学・自然科学及び情報技術
に関する知識」に対応しています。

農耕を発明し、化石燃料に火を灯し、核エネル
ギーを解放した人間は、今では地球の物質循環系
を不可逆に変える力をもっています。異なる空間
スケールの環境変動を化学の視点からながめ、そ
の原因の多くが人間活動による物質循環系の改変
にあることを理解して下さい。

0 0 1 0 0



A003365 図学・設計製図

3次元CADの普及によって，複雑な曲線を多用した
工業デザインが多くみられるようになりました
が，その作図過程においては2次元的な「投象」や
「作図」といった作業が要求されます。また，立
体を2次元の図面やデータとして表現，伝達，保存
する手段は，その利便性からあらゆる製造分野に
おいて現在も利用されています。したがって，立
体を2次元的に正確に表現する理論と技術は技術者
として基本的かつ重要な知識です。この講義では
図面の役割，線の描き方，基礎的な機械製図につ
いて講義します。

学科・コースの学修・教育目標のD（デザイン能
力），およびE2（食料生産システム工学コースに
おける専門的知識・技術の習得）に対応してい
る。

2次元図面に表現された立体形状をイメージするこ
とができる能力と，立体形状を2次元図面に表現す
る方法を習得します。

0 0 0.7 0.3 0

生物生産機械・環境工学実験Ⅰ

生物生産機械の作業性能計測、エネルギー変化装
置の性能計測および工作機械の操作などを行う。
また、データ分析と考察からレポート作成を行い
ます。

主に，学科・コースの学修・教育目標のDのうち
「実験・調査の実行，データ解析能力」に対応す
る。また，E2（食料生産システム工学コースにお
ける専門的知識・技術の習得）に対応している。

生物生産機械の作業性能計測方法及びエネルギ変
換装置の構造と計測方法を習得する工作機械の操
作と工作加工法、メカトロニクスの基礎計測等を
習得し、その結果を考察し、レポートとして纏め
ることができる。チームワーク、実験実行能力が
できる。

0 0 0.7 0.3 0

生物生産機械・環境工学実験Ⅱ

　農業機械システム、エネルギー、農業生産物、
バイオマス資源、植物生体の情報検出に関わる基
礎的な計測技術に関する実験、調査をチームで実
行し、そのデータの解析、考察を行い、報告書に
まとめます。

主に，学科・コースの学修・教育目標のDのうち
「実験・調査の実行，データ解析能力」に対応す
る。また，E2（食料生産システム工学コースにお
ける専門的知識・技術の習得）に対応している。

　エネルギー、農業生産物、バイオマス資源、植
物生体の情報検出に関わる基礎的な計測技術の習
得を目的として行います。
具体的には、
　生長時の植物情報に関する項目の検出測定技術
が習得できる。
　農産物の品質評価等に関する項目の基礎的な測
定・分析手法が習得できる。
　有機廃棄物等に関する熱量の測定、解析技術が
習得できる。
　園芸施設・食品加工施設の現地見学より、要求
される知識、問題点が理解できる。
　以上に関して、自ら実験・調査を実行し、デー
タを解析，考察し、それらを解決する能力を養う
こ

0 0 0.7 0.3 0

プロジェクト演習

現実社会で生起している環境に関わる問題を対象
として，3年次までに修得した知見に基づき，調査
を計画・遂行し，制約条件に応じた複数の解決策
の導出，提案，評価を行う．これらに先行して，
読む，書く，プレゼンテーション，ディベートの
アカデミックスキルの再点検・向上を図る．

未解決の問題の解決に向けた工学的なデザイン能
力（学修教育目標D）を修得する．

未解決の問題に対して，修得した知見に基づき，
複数の具体的解決策を提案できる．

0 0 0 1 0

A003407-3547 農業環境工学科卒業論文

特定の研究課題（テーマ）について、指導教員の
もとで一連の研究活動を実際に経験するなかで、
農業環境工学に関する技術者・研究者となるため
の基礎的能力を養う。

学科・コースの学修・教育目標のD，すなわち「社
会的要求・課題の認識」，「実験・調査の実
行」，「問題解決能力」，「コミュニケーション
能力」，「コミュニケーション能力」，「自主
的・継続的学修能力」，「与えられた制約下で仕
事をまとめる能力」に対応している。

農業環境工学に関する技術者・研究者となるため
の基礎的能力として，以下①から⑦の具体的な能
力を身につける。 
①実験・調査等を計画し遂行する能力
②データを正確に解析し、それに基づいて論理的
に考察する能力
③社会課題に対して、種々の知識・情報を駆使し
て解決の道筋を考える能力
④論理的な記述力、説明能力、コミュニケーショ
ン能力
⑤自主的に・継続的に学修する能力
⑥計画的に仕事を進め、まとめる能力
⑦研究活動を通じ、技術者として社会への貢献･責
任について考える能力

0 0 0 1 0

樹木学 0 0 1 0 0

森林生態学 0 0 1 0 0

地域社会学 0 0 1 0 0

熱帯農学 0 0 1 0 0

農業経済学 0 0 1 0 0

植物生態学 0 0 1 0 0

森林立地環境学 0 0 1 0 0

財政学 0 0 1 0 0

農業経営学 0 0 1 0 0

農業統計学 0 0 1 0 0

植物生産学概論 0 0 1 0 0

基礎土壌学 0 0 1 0 0

雑草学 0 0 1 0 0

野生鳥獣管理学 0 0 1 0 0

フィールド研究論 0 0 1 0 0

昆虫生態学 0 0 1 0 0

造園学 0 0 1 0 0


